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大学図書館を使いこなそう！ 
平成25年度全学教育科目 
「『レポート力』アップのための情報探索入門」 
 
 
 
2013.10.3（木） ５講時 A106 
最後に グループディスカッション 
「自分のレポートを振り返ってみよう」 
付；体内・細胞内にも情報機構がある 
自己紹介 
附属図書館前副館長 柳澤輝行 
• 東北大学附属図書館報『木這子』(きぼこ) 2008；Vol. 32, No.4  
 「人の輪こそ図書館機能の３つのＬ」 
• 東北大学機関リポジトリ（TOUR）に関与。44ファイルあり 
• 東北大学大学院 医学系研究科・分子薬理学分野教授   
•専門：循環器・神経系薬理学： 
新薬開発、イオンチャネル、受容体、情報伝達、構造と機能 
• 創立100周年と副館長が勧める百冊 
•  
Email:yanagswt@med.tohoku.ac.jp 
この授業の目的と構成 
• 大学生に必要な「学術的な情報源」を使い、
「学術的な文章」を書けるようになろう 
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– 学術的な文章には何が必要かを、学ぼう 
（2～4週目） ＊到達したい目標 
– 学術的な情報源の種類を知り、使い方を学ぼう 
（５～11,14週目）  ＊目標に到達するためのスキルの習得 
– 学術の最前線にいる教員から学ぼう 
（12～13,15週目）＊研究者（最上級者）の世界 
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今日のテーマ（２つ） 
• 高校と大学のギャップを埋めていこう 
◆高校までは「指示されたことをみんなと同じように」 
◆大学では「自分で考えて自分で動き、活動する」 
 →ただし「大学図書館」をはじめとする十分なサポートつき 
 
まずは、基礎知識として・・・ 
– 新しい用語・新しい道具（ツール）を知ろう 
– 大学で書く文章に求められるものを知ろう 
 
• サポートする大学図書館の機能を知ろう 
– 本を借りるだけではない 
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A. ギャップを知ろう① 
• 大きな違い：大学における「雑誌」の意味 
– 学術雑誌は通常の書店の棚にはない 
– 本館の雑誌コーナーにあるものは一般誌に近い 
– 学術系の出版社・学会・大学が発行 
– 「紙」の雑誌とインターネットで読む雑誌 
– 東北大学で購読している学術雑誌の数 
 ＊所蔵しているタイトル数：      約４０、０００（本館のみ） 
 ＊現在増え続けているタイトル数：約８、０００（本館のみ） 
 ＊ウェブから読む契約をしているタイトル数：約２７、０００ 
  
ギャップを知ろう② 
• 経費からみる「雑誌」の重要性 
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図書館資料費（平成2４年度） 
出典： 附属図書館ウェブサイト トップ>組織・概要・刊行物> 統計類  
http://tul.library.tohoku.ac.jp/modules/about/index.php?content_id=6 
図書館で管理している
金額です。 
他にも部局や研究室で
相当な資料費を捻出し
てます。 
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ギャップを知ろう③-1 
• ・用語の確認 
「オンラインジャーナルOn-line  journal」 
 =「電子ジャーナルE-journal」=「EJ」 
「巻 (Volume, Vol.)・号 (Number, No., Issue)」 
「アブストラクト (Abstract)」 
「フルテキスト (Full-text)」 
「ピアレビュー Peer review 」 
「電子ブック Electronic book 」 
 
 
ギャップを知ろう③-2 
論文の形式；スタイルの重要性 
• 著者、題名（最短の要約）、著者の所属 
• アブストラクト、要約（論文の内容を要約した文章） 
• 序論、はじめに（背景、研究の動機や意義、成果の位
置づけ、重要性など） 
• 方法（理論、実験、材料、対象、調査の過程など） 
• 本論（得られた結果、図表など） 
• 考察と結論 
• 参考文献、リファレンス References 
• 謝辞、研究費；付録（証明や実験の詳細など） 
8 
ギャップを知ろう③-3 
参考文献のスタイル 
• 著者：題名．雑誌名（省略形）．年号；巻：最初の頁
ｰ最後の頁． 
（例） Yanagisawa T & Taira N: Effect of 2-nicotinamidethyl 
nitrate (SG-75) on the membrane potential of left atrial 
muscle fibres of the dog: Increase in potassium 
conductance. Naunyn-Schmiedeberg's Arch. Pharmacol. 
1980; 312:69-76.  
＊ SG-75: nicorandil (Nitrate-KCO hybrid) 狭心症治療薬 
    薬のコード名、一般名、商品名（シグマート®） 
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「知識統合プロセス」モデル 
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出典：Garvey,WD.;Griffith,B・科学コミュニケーション：
研究の遂行および知識の創造における役割．武者小路
信和ほか訳．情報研究への道．上田修一編．東京，勁
草書房,1989．図３（p､100）より改変 
専門書 
教科書 
   啓蒙書 
研究開始から雑誌刊行まで 
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雑誌の
刊行 
投稿 
先行研究は1976年 
電気薬理学は1977年 
1979年 
1980年 
1981年 
1978年 
1980年 
1981年 
雑誌刊行から学説等の定着と普及 
 「知識統合プロセス」 
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 専 門 書 
教科書 
  啓蒙書 
総説Review 1987年 
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1993  
2011, 12th Ed. 
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1993  
2011, 12th Ed. 
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ギャップを知ろう④ 
• 大学で使う「データベース」とは 
– Googleはデータベースか？ 
– 二次情報データベース 
– ファクトデータベースfact database 
 レポート、卒論、修論の位置づけ 
– 「感想文」、「根拠のない主張」は求められていない 
–説得力、客観性、（研究内容の再現性） 
• 引用と参照の重要性⇔盗作と剽窃 
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ギャップを知ろう⑤ 
知の発信と共有 
• 「機関リポジトリ」 東北大学では「TOUR」 
雑誌が高額のため、
読めない研究者も
いる。まして一般読
者は？ 
研究成果を雑誌に投稿し発
表。税金で支援された研究
成果。 
各大学の研究者が発表した成
果は、大学のサーバで責任を
もって蓄積・提供しよう 
1 
2 
3 
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B. 大学図書館の機能 
• 見えているもの以外のサービスを知っていま
すか？ 
– 見えているもの：閲覧机、図書、雑誌、ＰＣ、資料
貸出、コピー等 
– 見えないもの：電子的な情報（図書・雑誌・データ
ベース等）、ドキュメントデリバリー、レファレン
スサービス） 
– ときどき見えるもの：講習会、説明会  
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まずはここから 
• 東北大学のなかで、自分が使える図書館がいくつあるか知っ
ていますか？ 
 
– 資料の利用はすべて可能（貸出中など除く）、専門に合わせて利用しよ
う 
 
• 来館して受けられるサービスと、来館しなくても受けられる
サービスを知ろう 
 
– 来館すれば利用可：閲覧机、図書、雑誌、ＰＣ、 
   資料貸出、コピー等 
– 来館しなくても利用可：貸出「延長」、 
    ドキュメントデリバリー申込、オンラインジャーナル、 
    データベース等        
＊「MyLibrary」を使おう 
スティーブ・ジョブズ（Steven Paul Jobs 
1955年2月24日 - 2011年10月5日） 
19 Macworld Conference & Expo 2008にて 
MacBook Airを持つジョブズ 
カウンターカルチャーに染まり、禅に傾倒 
時間は限られています。他人の人生を歩んで時間を無駄に
しないでください。世間の常識にとらわれないでください。 
それは、他の人々の考えに従って生きることに等しいので
すから。周りの意見に惑わされ、自分の内なる声を見失
わないでください。 ―スタンフォード大学卒業式の祝辞  
からだの中でも情報が働
いている。 
• 生体内情報伝達機構の概念 
–神経系nervous system 
–内分泌 endocrine系 
–オータコイド autacoid 系 
–免疫immune系  
• 細胞内情報伝達系 
  参考：東北大ゆかりコレクション、 
  機関リポジトリTOUR 
内なる声 
生体内情報伝達機構の概念 
神経細胞 neuron 
（構造→機能）変化 
 
転写 trascription 
翻訳 translation 
cAMP 
cGMP 
IP3/Ca 
タンパク質 
ネットワーク 
フィードバック 
情報伝達の基本課程『新薬理学入門』 南山堂, 2008（図2-2） 
細胞内にも、情報とその伝達がある。 
情報にはコストがかかる。 
細胞小器官の機能変化 
作用機序、治療機序；ズームできる力 
『休み時間の薬物治療学』、講談社、２００９ 
60兆個のスペシャリスト細胞 
神経系はネットワークとフィードバック 
シナプス 
神経細胞 neuronは電気的にコントロールされた分泌を行う細胞。 
自我：統合者 
前頭連合野 
筋肉 
ネットワーク 
感
覚
器 
サイズ：宇宙からクオークまで 
• 宇宙は 
1026m 
•銀河系は
1021m 
•太陽系は
1013m 
•地球は 
107m 
 
• 人体は 
100m=1m 
• 細胞は 
～10-5m 
• 分子は 
10-8m 
宇宙は極大の方向にも(137億光年)、極小の方向にも(プランク単位)、
有限であると物理学者たちは主張（米沢富美子） 
• 原子は 
10-10m 
• クオークは 
10-18m 
 
生体から見た情報のレベル 
附属図書館百周年のキャッチコピー 
• 地球・宇宙 
• 人類社会 
• 環境 
• 生体 
• 細胞 
• 進化や時空を常に考えよう。 
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進化 evolution の観点（生命の歴史） 
Nothing in biology makes sense 
except in light of evolution. 
(Dobzhansky) 
萩のすけを使いこなそう。 
「もっと近くに 煌めいて遠くへ」 
東北大学百周年事業  
20070828 片平、魯迅階段教室にて市民に「心臓を守る薬物」講義 
 
ご清聴ありがとうご
ざいました。 
自分のレポートを振り
返ってみよう 
１．近くにいる3名でグループとなり、机を寄せて座ってくだ
さい。 
２．これまで作成したレポートを振り返りながら、アンート用
紙の「自分の回答」欄に記入してください（7分）。 
３．3名のうち一人が、書いた内容を他の2名に1分間で紹
介してください。他の2名は、感じたことをアンート用紙
の所定の場所に書いてください（4分）。発表の方に質
問をしても構いません。 
４．発表者の役割を交代して、他の2名についても同様に
行ってください。 
皆さんはレポートについて 
どのような考えを持っていますか？ 
1．この授業をとった理由は 
2．どんなレポート課題が出るか 
3．どんな方法でレポートを仕上げているか 
4．自分の書くレポートに満足しているか 
5．どういう点が難しいか 
2012/10/3 
第 1週 授業報告 
 
１．出席者数 24名 
（文学部：12名  法学部：1名  経済学部：2名  理学部：2名  医学部： 2名        
工学部：4名   農学部：1名）  
 
２．授業の感想等 
＜感想＞ 
■文学部 
・柳澤先生のお話がちょうど 1 時間だったことにとても感動しました。話したいこと全て話して時間ど
おり、という印象を受けて（実際どうだったかは分かりませんが）、すごいと思いました。スティーブ・
ジョブズのお話自体はおもしろかったのですが、そこから「生体内情報伝達」に話をつなげたのはち
ょっと無理矢理だなあと思いました。生物をとっていなかったので、少し難しかったですが、がん細
胞がどうして悪いのか、どういう細胞なのかということが分かったのでおもしろかったです。全体的
に、もっと意識を高く持て、というメッセージが伝わってくる感じがして、とても刺激になりました。
英語がんばろうと思いました。「決意を新たにする」というのは使い古されたありきたりな表現ではあ
るけれど、いい言葉だと思いました。「決意を新たにし」て、いろいろがんばろうと思えました。また、
普段はあまり意識しないけど、先生が学生だったころと比べて今の学生はとてもめぐまれた環境にあ
るということも分かりました。与えられているものを最大限活用したいし、すべきだと思いました。
レポート作成の現状について、他の学生の話をきけておもしろかったです。 
・アンケートを書くことによって、自分がレポートについて何を不安に思っているのか、などを確認す
ることができてよかったです。今まではただ書けない！わからない！と言っているだけだったので。
大学図書館では、今まで雑誌をきちんと読んだことがなかったので、この授業で大学図書館を有効に
使えるようになりたいです。 
・学術論文が世に出るにはとても長い年月が必要であることに驚きました。客観性の大切さが改めて分
かりました。 
・レポート作成で難しいと思っている点で、日本語の使い方と答えましたが、それは主語・述語の関係
ではなく、自分の考えを最も適切に伝えられるためのことば選びという点で難しいと考えています。 
・レポートを正当な文献を使って相手に分かるように作成する難しさや必要性がわかった。 
・どうすれば「よいレポート」を書けるのかが全くわからなかったが、形式が重要であることや、参考
文献の書き方が少しわかった。これから、この講義を通して、学術的な文章が書けるようになりたい。
特に、どうすれば自分に合った、かつ分野が調べたい点とあっている参考書や文献を探せるか、枚数
内でどこまで詳しくすればよいかについて知っていきたいと思う。（ママ） 
・柳澤先生のお話が大変面白かったです。細胞のお話とレポート、論文のお話が関連しているのが特に
面白かったです。より内容の濃いレポートを書く為に、また図書館を使いこなして図書館マスターに
なるためにも頑張りたいです。 
・今までの自分を振り返りつつ、レポートについていろいろ考えることができた。自分の意見を書こう
とすると客観的になれずに説得力を欠いてしまうことがあったり、そもそも長い文章を書くことに抵
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抗があったりするので、これからの講義でレポートをもっと学術的に書けるようになりたいと思う。 
・高校時代から自分の意見に根拠と説得力をもたせて説明することが苦手だと思っていた。この講義を
通して他者に意見を伝え納得させる力が身につくように努力していきたいと思う。普段は文学ばかり
読んで学術的な本は教科書ぐらいしか読んでいないので、少しそういう論文などにも慣れていきたい。 
・自分のレポート作成の現状を客観的に把握することができて有意義だった。 
・他の学生がどのようにレポートを作成し腐心しているのかを聞ける良い機会となった。この授業を通
してレポートの質を高められるようにしたい。 
・今日の講義を通して、きちんとした論文を書くには中途半端な技術ではいけないことが分かった。自
分たちも卒論を書かなければいけないので、今のうちに論文作成の厳しさを少し知る事ができてよか
った。この講義でしっかりとしたレポートの書き方を身につけたい。 
■法学部 
・柳澤教授のお話が熱くてとてもためになりました。スティーブ・ジョブズの動画も見てみようと思い
ます。 
■経済学部 
・自分は今までレポート課題を出されたことがないのですが、今後レポートを課された時にどのように
書いたらよいかなどが全く分からないので、この授業を通じて、レポートの書き方を１から学んでい
きたいと思いました。 
・大学には沢山の図書、雑誌、電子書籍があるのでこの豊かな環境を有効に活用していきたいと思った。 
■理学部 
・学術的なレポートを書くためにはどのようなことに気をつけなければならないか、またグループディ
スカッションを通して自分のレポートを向上させるにはどうしたらよいかを理解していけたらと思い
ました。 
・大学でのグループディスカッションを始めて経験でき、貴重なものとなった。自分でも見栄えの良い
レポートを眺めてみたいです。 
 （できればレポートを作って目の前で直接指導を受けさせていただきたいです） 
■医学部 
・今日はグループディスカッションを通して、他の人もレポート作成に関して同じようなことを思って
いるのだと知りました。レポートとは何なのかをもっと知りたいです。 
・レポートを書くときに、自分と同じような悩みを抱えている人がいることを実感した。今日初めてこ
の授業を受けて、自分のレポート力がアップしていきそうな気がした。 
■工学部 
・来週から、がんばっていこうと思います。 
・今回の講義は論文がどれだけ重要であるかということと、ディスカッションでの自分のレポートのも
ろさがよくわかる内容であった。これから講義をうけていくことで、自分のレポート力がどれだけ上
がるかが楽しみだし、ぐーんと上がるように努力をしたいと思う。 
・テーマがあらかじめ設定されたレポートばかり書いていたので、自由テーマ型のものがかけるか不安。 
・今までは数回しか図書館を利用したことがなかったが、この機会に情報の探し方を学び今後のレポー
ト作成等に生かしたいと思った。 
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■農学部 
・「レポートの書き方」を知りたくて受講しました。柳澤教授のお話は、非常に面白かったです。頑張ろ
うと思えましたし、何か元気が出ました。お話からは、まだまだ自分の考えが足りないことを実感し
たので、今後の授業をしっかり考えてうけていきたいと思いました。 
 
 
３．サポートデスクの希望時間 
・放課後 
・4限目終わった後 
・14：00～ 
・授業の合間に利用したい 
・木曜の放課後、土曜の午後、日曜終日（月：2限、火：2限、水：1限、木：1，2，4限金：2，3限 は
利用可） 
・いつでもいい。午後の方がよい。 
・放課後 
・特になし（2件） 
・金曜の 2～4コマ 
・5限終了後もやっていると助かる 
・お昼時間など 
・18：00～22：00のどこか 
・平日は午後、休日はいつでも 
・16：30～20：00のあたり 平日の月、水、木 
・月曜：5限、木曜：3～4限、火・金：3限 の時間がよい 
・金曜の午前中と土・日どっちか 
・月曜午後、金曜午後、土日 
・4限終了後～（自分が行けるのはだいたい木、金、土あたり） 
・特に時間帯の希望はないが、複数日設けていただけると嬉しい 
・夕方（15：00～18：00くらい） 
 
